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前回部会（令和６年４月 26 日）における指摘事項及び事業者の見解 
番号 指 摘 事 項 事 業 者 の 見 解  

動物（鳥類） 

１ バードストライクに関して、種ごとの特性等がバードス

トライクに影響を及ぼしている可能性も踏まえ、重要種に

ついて過去のバードストライクが起きた要因や状況を丁

寧に整理・把握した上で、今後の対策をまとめることがで

きれば良いと思う。（北村委員） 

バードストライク発生記録のある重要な種について、発生状況を整理

しました。 

コアジサシ（バードストライク発生回数：５年で３回）については、

2017 年～2018 年にかけて、空港島南東側で他事業の施設整備が行われ

ていたことにより、繁殖に好ましい砂利地が広く存在していたことか

ら、空港島南側で目立って視認され、滑走路に飛来した個体が航空機に

衝突したものと考えられます。しかし、2019 年に施設整備が完了し、砂

利地が無くなったことから、コアジサシの視認数が減少し、バードスト

ライク数も当時と比較して減少しているものと考えております。 

ケリ（同：５年で２回）については、夏季の夜間に空港に飛来する傾

向があること、またミサゴ（同：５年で１回）については、比較的冬季

に多いが一年を通じて空港に飛来する傾向があることを確認しており、

いずれも空港内では繁殖はしておりません。なお、両種とも開港以来蓄

積した知見による対策の実施によって、バードストライク発生回数を５

年で１、２回に抑えていると考えております。 

ハヤブサ（同：５年間で１回）については、空港内で繁殖はしておら

ず、バードパトロールにおいて目撃例はなく頻繁に飛来する種とは考え

ておりません。 

バードストライク発生記録にある飛行区分や滑走路の運用状況等の

項目からバードストライクの発生要因の解明に至りませんでしたが、代

替滑走路供用後もこれまでと同様に開港以来行っている鳥類の出現状

況の確認と分析、バードパトロール等の鳥対策を継続して実施してまい

ります。  

資料２ 




























